








要約:新潟県三市中蒲地区肥満傾向児健診に腹部エコーを導入し,脂肪肝の有無および程度,

腹壁脂肪指数(AFI)を評価した.対象の 50.6%が腹部エコー上脂肪肝ありと判定された.肥

満度は腹膜前脂肪の最大の厚み(Pmax)および腹壁皮下脂肪の最小の厚み(Smin)と有意の正

の相関を示したが,AFI とは相関はなかった. AFI の平均値は 0.637±0.223 で,皮下脂肪型

(AFI1.0 未満)と判定されたものが 93.7%,内臓脂肪型(同 1.0 以上)が 6.3%だった.脂肪肝

の成因としては男児であること,血中インスリンか高値であることが重要と考えられた.


